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本号が出版される頃は暑さも一段
落していると思いますが，今年の夏
も猛烈な暑さでした。ニュースで連
日「危険な暑さ」と報道された中，
建設現場では本当に堪えたことと思
います。また不安定化する世界情勢
の中，「安全保障」という言葉も度々
目にするなど，安全であることが当
たり前ではない世の中なのかもしれ
ません。

本号は，「安全対策，労働災害防止」
がテーマです。産業全体の休業 4 日
以上の死傷者数は，長期的には減少
傾向ですが，この数年は少しずつ増
加しています。死亡者数はわずかな
がら減少傾向を維持しています。令
和 4 年度の労働災害発生状況を見る
と，建設業は休業 4 日以上の死傷者
数が業種別で 4 番目ですが，死亡者
数は最多となっています。しかも 2
番目に多い製造業の 2 倍です。建設
施工の現場では，建設機械と作業者
が近接して作業せざるを得ないケー
スも多いため，小さいエラーが重大
災害に直結しているとも考えられま
す。

巻頭言では，長岡技術科学大学の
北條理恵子先生から「働く人に寄り
添う労働安全を目指して」と題して

寄稿頂きました。機械側の安全対策
と行動分析学の関連性，職場の安全・
安心につながる Well-being 向上の
必要性をご提言頂きました。

行政情報では，建設業における安
全衛生をめぐる現状と，建設機械の
安全装置に関する技術について執筆
頂きました。建設業における災害の
3 ～ 4 割を占める足場からの墜落・
転落防止対策の充実，建設機械作業
による事故の 3 割を占める「はさま
れ，巻き込まれ，激突され」に関す
る低減技術の必要性等についてお示
し頂きました。

特集報文では，建機の安全装置，
施工現場での安全対策技術から，予
防安全やリスクアセスメントの効果
を高める技術まで，多岐にわたり執
筆頂きました。建設施工の安全を確
保するには多角的なアプローチが必
要であることを実感しました。

交流のひろばでは，人とロボット
が委ねあう未来について興味深い内
容を，ずいそうでは山とお城の魅力
およびふたごのむすめさんの成長の
記録について寄稿頂きました。

最後に，ご多忙な中，執筆にご協
力頂いた皆様，編集にご尽力頂いた
皆様に改めて深く御礼申し上げると
共に，本号が建設現場における労働
災害防止の一助となれば幸いです。

� （丹治・丑久保）

10 月号「海外特集」予告
・我が国のインフラ海外展開の取組　・国土交通省インフラシステム海外展開行動計画　・シン
ガポール・クロスアイランド線プンゴル分岐線（P103 工区）工事　・コロナ禍を乗越え，北スマ
トラに全長 10 km におよぶ水力発電所を建設　・新ダイルート堰群建設事業　・インドネシア・
パティンバン新港開発事業 第 1 期開発事業 パッケージ 1 ターミナル建設工事　・TRD 工法の米
国における施工事例　・海外主要メーカの動向　・海外における BIM 活用プロジェクトのご紹
介　・自治体の SDGs 経営に向けたモニタリングツールについて


